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行 政 報 告 
            令和４年壱岐市議会定例会６月会議 

１．はじめに 

本日ここに、令和４年壱岐市議会定例会６月会議にあたり、３月

会議以降、本日までの市政の重要事項、及び今回補正予算に計上し

た主な内容等についてご報告申し上げ、議員皆様のご理解とご協力

を賜りたいと存じます。 

さて、令和４年春の叙勲が発表され、本市から４名の方が受章さ

れております。元壱岐市議会議員の 牧
まき

永
なが

 護
まもる

 様が旭日小綬章を、

保護司の 坂口
さかぐち

 鉄生
て つ お

 様が瑞宝双光章を、元壱岐市消防団副団長の

長嶋
ながしま

 重
しげ

廣
ひろ

 様が瑞宝単光章を、壱岐大曽根
お お そ ね

灯
とう

浮標
ふひょう

灯火
と う か

監視協力者の

平田
ひ ら た

 敏
とし

高
たか

 様が瑞宝単光章をそれぞれ受章されました。また、第３８回

危険業務従事者叙勲として、元壱岐市消防司令長の 吉永
よしなが

 数孝
かずたか

 様が

瑞宝単光章を受章されました。さらに、水産庁が実施する令和３年度

浜の活力再生プラン優良事例表彰において、 壱岐東部地区地域水産業

再生委員会 様が水産庁長官賞を受賞されました。今日まで築かれた

ご功績に、深甚なる敬意を表しますとともに、この度の栄誉を心から

お慶び申し上げます。 

次に、新型コロナウイルス感染症について、昨日（６月８日）、長崎県

知事は記者会見を行い、本日（６月９日）から県内の感染段階をレベ

ル１の注意報に引き下げました。コロナとの共生に向けた現在の

長崎県の考え方として、今後は、一定の新規感染者数が確認される

状況下であっても、重症化リスクの高い高齢者等への対策の重点化
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及び基本的な感染防止対策を講じ、医療、福祉、教育等の機能が維持

できる範囲の中で、社会経済活動の回復・拡大を図っていくと述べ

ています。 

本市においては、３月２５日に市内２５８例目となる感染者が確認

されて以降、飲食店、小中学校及び高等学校における５つのクラス

ターの発生等により、家族、職場等へ感染が拡大し、４月３０日まで

のわずか３７日間で２２９名の感染者が確認され、保育所、幼稚園

及び小中学校において、クラス閉鎖、学年閉鎖等の措置を講じたと

ころであります。さらに、ゴールデンウィーク中の渡航及び帰省等

による感染事例が発生し、小学生の課外活動においてクラスターが

確認されるなど、５月の１か月間で８３名の感染者が確認されてお

ります。また、６月に入ってからは、高齢者施設においてクラスタ

ーが発生し、その他の感染事例も含め、既に２２名となっており、

３月２５日から昨日（６月８日）までに３３４名、合計５９１名の

感染者が確認されております。 

今回の感染状況の特徴は、未成年者の感染が約半数（４５％）を

占め、４０歳代までを含めると、実に約９割（８７．６％）に上ります。

一方、比較的軽症であり、重症者は確認されておりませんが、市民皆様

には、引き続き、基本的な感染防止対策の徹底をお願いいたします。 

 ワクチン接種については、これまでの接種を継続しつつ、重症化予防

を目的とした４回目の接種体制について壱岐医師会と相談し、準備に

取り掛かっております。対象者は６０歳以上の方及び１８歳以上６０歳

未満で基礎疾患を有する方、その他重症化リスクが高いと医師が認める
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方になっております。今月中には入院・入所の方から接種を開始する

こととしており、対象となられる市民皆様へは、順次通知にてご案内

する予定としております。 

（１）環境政策にかかる全国行脚意見交換会について 

「環境政策にかかる全国行脚意見交換会」が、長崎県では壱岐市

が選定され、５月１５日に実施されました。 

この全国行脚は、環境省において、全国４７都道府県で脱炭素化

を進めるために、事業活動やライフスタイルを脱炭素に変えていく

ための方策を各地域の住民等と議論する中で見出し、地域脱炭素を

全国的にドミノ倒しのように展開していくことを意識した取組です。 

本市での意見交換会については、 中川
なかがわ

 康洋
やすひろ

 環境大臣政務官がご

来島され、市内の一次産業・観光産業の関係団体、再生可能エネル

ギー事業者、環境活動団体、金融機関の代表者の皆様にご参加いただき、

離島での地域脱炭素のあり方などについて議論が交わされました。 

本市としましては、ＳＤＧｓ未来都市選定及び気候非常事態宣言を

経て、現在取り組んでいる水素を活用した再生可能エネルギー導入拡大

の実証事業、周辺海域での洋上風力発電導入可能性の検討事業等につ

いて紹介するとともに、各団体等の代表者から、ＳＤＧｓ、脱炭素、

資源循環等の取組について、それぞれの立場から意見等を述べてい

ただきました。中川環境大臣政務官からは、離島におけるエネルギ

ーの地産地消という観点から、本市の取組が全国の離島に波及する

モデルとなることを期待する旨の発言がありました。 

本市の脱炭素の取組について、今後も環境省をはじめ関係省庁の
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ご支援を賜りながら、より一層注力してまいりますので、本市でいち

早く脱炭素を実現するために、市民皆様のご理解とご協力を賜ります

ようお願いいたします。 

（２）ふるさと納税の推進について 

ふるさと納税の令和３年度実績は、寄附件数１１，２９５件、  

寄附総額３億５，８６９万円、対前年比１，３０４件、約５千万円

の増となりました。 

増加の主な要因としては、昨年度から高い専門知識を持つ事業者

へふるさと納税の業務を委託しており、ポータルサイトの磨き上げ

並びに返礼品の商品企画、デザイン等を全面的に見直した成果と

捉えております。 

ふるさと納税は、コロナ禍における巣ごもり需要の増加により

自治体間競争が激化しておりますので、壱岐ならではの特徴ある

返礼品開発による差別化を図るなど、さらなる推進を図ってまいり

ます。また、ケーブルテレビや広報紙を活用して制度の周知を行って

まいりますので、市民皆様には島外にお住まいのご親族や友人・知人

の皆様への寄附の呼びかけにご協力賜りますようお願いいたします。 

企業版ふるさと納税については、令和３年度に３社から、合計

１，５３０万円のご寄附をいただいており、藻場再生事業等に有効

活用させていただいております。本年度も、本市にゆかりのある企業、

各壱岐の会の皆様をはじめ、本制度の幅広い周知に努め、さらなる

寄附の推進を図ってまいります。 
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（３）ウクライナからの避難民支援について 

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻から３か月以上が経過して

おり、依然としてその惨状が連日報道されております。 

本市には、ウクライナご出身の 小野
お の

 ヤーナ さんが在住してある

ご縁もあり、３月２９日から人道危機救援金の募金を市役所各庁舎

で実施しております。また、 小野ヤーナ さんは、ウクライナの方々

への支援を行われているＮＰＯ法人ＢｅａｕｔｉｆｕｌＷｏｒｌｄ
ビ ュ ー テ ィ フ ル ワ ー ル ド

 

の理事長を務めてあり、このＮＰＯ法人が、駐日ウクライナ大使館

から九州地区における避難民の受入れ調整を依頼されてあることから、

壱岐市でも受入れ願いたい旨の要望がありました。これを受け、４月

４日、人道的観点から避難民の方々の受入れ表明を行いました。今後、

本市への受入れ申し出があった際には、その世帯のニーズに応じた

支援を行うよう関係機関と連携して取り組んでまいります。 

 

２．交流人口の拡大 

（１）観光振興について 

長崎県観光統計調査における本市の令和３年の年間観光客延べ数は、

速報値で２２万６，１０５人、対前年比３．６％減であり、新型コロナ

ウイルス感染症感染拡大の影響を受け、緊急事態宣言等による、前年

を上回る移動制限期間及び国の旅行需要喚起施策であるＧＯＴＯトラ

ベルキャンペーンの長期に及ぶ一時停止が大きく影響したものと分析

しております。 

このような中、本市の観光受入基盤を維持存続させることを目的として
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３月１４日から４月２８日まで実施した島民限定宿泊キャンペーン

（第３弾）については、県のふるさとで“心呼吸”の旅キャンペーン

が同時期に再開されたことで併用が可能となり、当初目標の２，０００人

泊を大きく超える４，８８５人泊の利用実績を上げることができました。

市民皆様のご協力に厚く御礼申し上げます。 

４月２９日以降のゴールデンウィークについては、天候にも恵まれ、

市内観光地も賑わいを取り戻しており、引き続き、新型コロナウイルス

感染症の状況に応じながら、県及び壱岐市観光連盟はじめ観光事業者

と連携して誘客強化を図り、早期の観光需要回復を目指してまいります。 

 次に、去る４月２７日、新幹線博多駅構内に、実りの島「イキノエキ」

をオープンいたしました。これは、ＪＲ西日本と連携し、山陽新幹線

をご利用いただくお客様に壱岐を知るきっかけとなる場所として、壱岐

の特産品や旬な観光情報を提供するもので、「イキノエキ」がお客様

と本市をつなぐ駅となり、多くのご来島につながることを期待しており

ます。 

また、５月２８日から６月３日までの７日間、女子プロバスケット

ボールチーム 三菱電機コアラーズ が、令和元年に続き２度目となる

春季キャンプを実施いただき、２３名の皆様にお越しいただきました。 

さらに、６月６日から１５日までの１０日間、同じく女子プロバス

ケットボールチームで皇后杯９連覇中の ＥＮＥＯＳ
エ ネ オ ス

サンフラワーズ 

が、本市で初めとなる春季キャンプを実施いただき、２１名の皆様に

お越しいただいております。 

合宿期間中には、感染防止対策の徹底の下、市内小中学生を対象と



- 7 - 

 

したバスケットボールクリニックを開催いただくなど、一流に学ぶ素晴

らしい機会を提供いただいております。選手及びスタッフの皆様からは、

合宿地として高評価をいただいており、次年度以降も継続して本市を

選定していただけるよう努めてまいります。 

（２）壱岐サイクルフェスティバル２０２２について 

去る６月５日、３年振りとなる壱岐サイクルフェスティバル２０２２

を開催いたしました。本大会は、コロナ禍での開催であり、関係機関の

ご指導、ご協力を賜り、参加いただいた選手皆様にＰＣＲ検査による

陰性確認を条件とするなど感染防止対策を徹底の上、開催したところ

であります。島内外から３２１名の選手がエントリーされ、関係者等

を含め多くの皆様にご来島いただき、本市観光の復興の第一歩につな

がったものと考えております。当日は、一部交通規制を行い、市民皆様

にはご不便をおかけいたしましたが、大きな事故等も無く盛会裏に終了

することができました。壱岐市消防団及びボランティアスタッフをは

じめ多くの皆様のご協力並びにご協賛いただきました各企業の皆様の

ご支援に対し、厚く御礼申し上げます。 

 

３．産業の振興 

（１）農業の振興について 

水稲においては、令和３年産米で高温耐性品種への作付け転換が進

んでおり、高品質米の「つや姫」、「にこまる」、「なつほのか」の

生産面積は４６５ヘクタールとなり、占める割合は全体の約５８％に

達しております。天候にも恵まれこの３品種の等級検査で１等が９５％
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となりました。 

アスパラガスにおいては、令和３年産の栽培面積１２．９ヘクタール、

販売金額３億２千９百万円、平均反収２，７１２ｋｇで、１５年連続

反収県下１位の快挙を達成し、施設園芸振興作物の柱となっております。 

畜産業においては、令和３年度の本市の子牛平均価格は、７６万

５千円と前年比６万３千円高となり、子牛出荷頭数は、３，９８１頭

と前年度より５５頭の減となりましたが、畜産販売額全体では４６億

４千３百万円で前年より４億４千８百万円の増となっております。 

６月１日、２日に開催された子牛市では、４月の平均価格と比較し、

１頭当たり１１万４千円下がって６４万２千円となりました。前回まで

高水準を維持しておりましたが、飼料価格の高騰の中で子牛市も下落し

ております。 

ＪＡ壱岐市肥育部会の今年４月の１頭当たり枝肉単価は、前年同月

と比較し、１７２円安の２，４６６円となっております。枝肉単価は

回復基調にありますが、近年のコロナ禍やウクライナ危機の影響等が重

なり、肥育農家においては、畜産飼料の高騰や粗飼料輸入の遅延の影響

を受け、生産費の高騰による経営の悪化が懸念されます。 

次に、去る５月１７日に第１２回全国和牛能力共進会壱岐地区代表

牛選考会が行われ、７月７日に平戸市で開催される長崎県代表牛選考会

に出場する壱岐地区代表牛が決定しております。その後、県代表牛が

選考され、１０月６日から鹿児島県で開催される全国和牛能力共進会

に出品されることになります。壱岐牛及び長崎和牛の名声を全国に高

める結果となるよう期待しております。 
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一方、ウクライナ情勢等に影響される生産費の増大は、全ての農産

物に影響することが懸念されますので、関係機関と連携し、国・県の

緊急経済対策及び支援制度を最大限活用してまいります。また、農業の

持続的発展には、担い手対策が最重要課題でありますので、地域農業の

牽引者である認定農業者の育成、新規就農者の確保、集落営農の組織

化、集落営農法人の支援等に継続して取り組んでまいります。 

（２）水産業の振興について 

本市の水産業を取り巻く環境は、漁獲の減少、魚価の低迷、生産コ

ストの高止まり、漁業者の高齢化並びに後継者不足など依然として厳

しい状況が続いております。 

令和３年４月から令和４年３月までの市全体の漁獲量及び漁獲高を

前年と比較いたしますと、漁獲量は７％減の２，５４８トン、漁獲高

は８．４％減の２０億７千万円となっており、資源の減少や漁場環境

の悪化等による全国的なスルメイカの不漁、クロマグロの不漁、新型

コロナウイルス感染症の影響による魚価の低迷など漁家及び漁協の経営

に深刻な影響を与えています。 

磯焼け対策については、令和元年度から実施している磯根資源回復

促進事業に加えて、令和２年度に設立した壱岐市磯焼け対策協議会が

実施する各種事業により、この３年間で植食性魚類であるイスズミを

１９，７２６尾、アイゴを９，６４１ｋｇ駆除しております。例年実

施している定点調査の結果、一部海域での藻場再生など一定の効果が

見られており、引き続きイスズミ等駆除の取組を進め、早期の藻場回復

を目指してまいります。 
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意欲ある担い手育成支援事業の認定漁業者については、現在１２３名

を認定しており、また、県の次代を担う漁業後継者育成事業による

漁業新規就業者は３名が研修中であり、今後も制度の積極的な活用に

より、漁家経営の改善及び新規就業者の確保につながることを期待

しております。 

なお、持続可能な新水産業創造事業による箱崎漁業協同組合の電気

ショッカー導入に係る補助金及び浜の活力再生・成長促進交付金事業

による郷ノ浦町漁業協同組合の冷凍・冷蔵庫改修に係る補助金につい

て、今回、所要の予算を計上しております。 

（３）郷ノ浦港ターミナルビル改修事業について 

令和３年度に実施した郷ノ浦港ターミナルビル改修工事（ボーディ

ングブリッジ調査設計業務）において、施設の調査・点検を実施した

結果、施設全体の塩害及び老朽化が著しく、油圧系統の亀裂及び油漏れ

が確認されたことにより、新たに油圧ユニットの取替補修の必要が

生じました。また、直近の鋼材及び油脂価格の大幅な上昇に伴い、繰越

工事費では不足するため、今回、ボーディングブリッジ改修工事に

必要な予算を増額計上しております。 

 

４．市民 

（１）子育て世帯等臨時特別支援事業について 

本事業は、コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策

において、真に生活にお困りの皆様への支援強化事業であります。

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、食費等の物
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価高騰等に直面する低所得の子育て世帯に対し、生活の支援を行う

観点から、全額を国が負担するものであります。 

具体的には、一つに、子育て世帯生活支援特別給付金としてお子様

ひとり当たり一律５万円を支給するものです。ひとり親世帯及び

ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯に対する給付事業に係る

経費について、児童扶養手当の仕組みを活用するなど迅速に支給

することとされているため、予算については専決処分により対応さ

せていただき、６月の支給に向け、取り組んでいるところであります。 

二つに、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金として、住民税

非課税世帯及び家計急変世帯に対し、一律１０万円を支給するもので、

令和４年度課税情報を活用し、新たに住民税非課税となった世帯へ

プッシュ型給付を行うものであります。該当される皆様に、確実に

給付金をお届けできるよう事前の準備を進めているところであり、所要

の予算を計上しております。なお、令和３年度において既に本給付金

の支給を受けた世帯は対象外となります。 

（２）保育所運営のあり方について 

本市では、平成２６年に出された壱岐市子ども・子育て会議の答申

に基づいて幼稚園・保育所の統合を進めており、本年４月１日に筒城

保育所を石田こども園に統合いたしました。市といたしましては、

市内保育所で継続的に在園率５割を下回る園について、答申に基づき

統合を検討することとし、郷ノ浦町内へき地保育所３園（渡良・沼津・

初山保育所）について、昨年１０月に保護者説明会を実施したところ

であります。 



- 12 - 

 

そのような中、民間事業者による認定こども園の開設が、令和５年

４月に柳田地区で予定されることとなり、多様化する子育て世帯の

ニーズに対して選択肢の幅が広がり、待機児童の解消にもつながる

ものと期待する一方で、郷ノ浦町内への認定こども園の開設により、

他の民間保育施設に与える影響が懸念されるところでありますが、

民間事業者による認定こども園の開設は、児童の受け皿が整うとい

うメリットも生まれ、子ども・子育て会議の答申にもある民間活用

による、より良い保育サービスの提供につながる流れができるもの

と考えております。 

また、答申では必要性、利便性等を考慮し、現状維持とした柳田・

志原のへき地保育所についても、民間の認定こども園開設が柳田地区

に予定されたことで民間保育施設への影響を考慮するとともに、他

のへき地保育所（３園）同様に今後も継続的に在園率が５割を下回

っていくことが予想されること等から、柳田・志原の２園を含めた

郷ノ浦町内へき地保育所（５園）を令和６年３月末までに閉園する

方向で検討を行うこととし、今後、子ども・子育て会議及び保護者

説明会を行い、ご理解をいただくよう進めていくことといたしました。 

今後、閉園に向けた調整を行い、施設の集約化を図ることにより、

保育士を効率的に配置し、健全な保育運営、幼児教育・保育の量の

確保及び質の向上、職員の負担軽減等につなげてまいります。 

今後、保護者の皆様には、丁寧な説明を行い、ご理解をいただけ

るよう努めてまいりますので、利便性、地域の実情、児童の状況等

を考慮の上で、保育所又は幼稚園の選択をお願いしたいと考えて
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おります。 

（３）市税等の収入状況について 

令和３年度の市税の収入状況については、 

現年度分は、調定額 ２２億３，５５０万円 

に対し、   収入額 ２２億  ７７６万円 

で、収納率は９８．７６％、 

前年度９８．６２％を０．１４ポイント上回りました。 

滞納繰越分は、調定額 １億６，０９９万円 

に対し、    収入額   ２，４７２万円 

で、収納率は１５．３５％ 、 

前年度１７．６４％を２．２９ポイント下回りました。  

国民健康保険税については、 

現年度分が、調定額  ６億３，３０１万円 

に対し、   収入額  ６億  ９８６万円 

で、収納率は９６．３４％ 、 

前年度９４．９５％を１．３９ポイント上回りました。 

滞納繰越分は、調定額 １億７，７４３万円 

に対し、    収入額   ２，９２５万円 

で、収納率は１６．４８％ 、 

前年度１７．３０％を０．８２ポイント下回りました。 

以上が令和３年度市税等の収入決算額であります。 

新型コロナウイルスの影響による徴収猶予については、件数で３３件、

税額で５３０万円を猶予しております。 
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また、本年度から市の電算システムは、他の２９の自治体で既に

利用されているシステムをカスタマイズすることなく共同利用して

おり、新システムに移行したことに伴い、従来の年１０期の集合税

を廃止し、地方税法の本則である各税目４期に変更を行いました。

それに合わせてコンビニエンスストアやスマートフォンアプリでの

納付を導入し、納税機会の拡大による市民皆様の利便性向上を図った

ところであります。納付書及び納期の変更内容等については、広報紙、

ケーブルテレビ、各戸配布等においてお知らせいたしておりますが、

今後も引き続き周知に努めてまいります。 

共同電算システムへの移行により、これまでの市単独でのシステム

と比較し、５年のリース期間で約５０％、４億１千万円以上の経費

削減が図られる見込みであり、市行政の基幹財源である税の確保と

公平・公正な税務行政の実現に向けて、引き続き取り組んでまいり

ますので、市民皆様のご理解とご協力を賜りますようお願いいたし

ます。 

 

５．教育 

（１）郷ノ浦中学校野球部の県大会優勝について 

５月７日、８日に島原市営球場等で開催された第３９回全日本

少年野球長崎県大会で郷ノ浦中学校野球部が見事優勝し、３大会

連続での県大会制覇を果たし、７月２日、３日に長崎市で開催さ

れる九州大会への出場権を獲得しました。九州大会での上位２チ

ームが本年８月に神奈川県で開催される全国大会へ進むこととな
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っており、持ち前のチームワークと粘り強さで、奮闘されること

を期待しております。 

（２）市内小・中学校の教育活動について 

市内小・中学校において、児童生徒に新型コロナウイルス感染者

が確認されましたが、感染症対策の徹底と感染拡大防止に努める

ことで教育活動を維持することができております。引き続き感染症

対策を徹底し、通常の教育活動を進めてまいります。 

学校行事について、小学校の春の運動会は、学校の状況に応じて

実施形態等を工夫し、５月２２日に４校、５月２９日に１校が実施

しており、６月には４校が実施予定であります。 

中学校では、５月１４日に中体連球技・剣道大会を無事に終え

たところであり、６月１８日に陸上・相撲大会を実施予定であり

ます。 

今後も、学校が児童生徒の学びを保障する場であり続けるため、

新型コロナウイルス感染症に対する危機管理の徹底に努めてまい

ります。 

 

６．防災、消防・救急 

（１）防災対策について 

近年、地球温暖化等の影響に伴う集中豪雨が年々増加する傾向に

あります。昨年８月には、長崎県内において、４年連続となる大雨特別

警報が発表され、連続雨量が平年の月降水量の４倍以上の１，０００

ｍｍを超える記録的な大雨となり、土砂災害等により人的被害が発生
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する等、甚大な被害が発生しました。 

このような災害に備え、４月１３日、自然災害発生時における

緊急性及び地域性の高い情報伝達体制の確立、並びに防災体制のより

一層の強化及び市民皆様の安全・安心確保のため、長崎文化放送株式

会社と「防災パートナーシップに関する協定」を締結いたしました。

災害発生時に限らず、平常時において、テレビ局のノウハウを活か

した市民皆様向けの防災出前授業等を開催いただくことで、防災意識

の高揚と地域防災力の向上が図られるものと期待しております。 

また、去る５月２７日には、官民の関係者約４０名参加の下、災害

対策業務の参考とするため、市内危険箇所及び防災工事箇所のパト

ロールを実施いたしました。 

危機管理は行政の最大の責務を念頭に、関係機関と十分連携を図り、

市民皆様の安全・安心を最優先として災害対策に万全を期してまい

ります。 

（２）消防・救急について 

本年７月３日に予定されておりました、壱岐市消防ポンプ操法大会は、

新型コロナウイルス感染症の影響により、消防団員が大会に向け長期間

の訓練を実施することで、消防団員のみならず家族や職場の皆様にも

感染リスクが懸念されることから、中止と決定されました。 

一方、５月下旬から火災が多発しており、そのほとんどが不注意

によるものです。市民皆様には、引き続き火の取扱いに十分ご注意

されますようお願いいたします。 

 熱中症については、今後、気温の上昇とともに熱中症による救急



- 17 - 

 

搬送の増加が危惧されますので、屋外での作業の際は、こまめな水

分補給を行っていただき、また、室内においても熱中症の恐れがあ

りますので、エアコンや扇風機等を有効に活用し、体調管理に十分

ご注意されますようお願いいたします。 

 

７．議案説明 

 次に、議案関係についてご説明いたします。 

（１）補正予算について 

本議会に提出した令和４年度補正予算の概要は、 

一般会計補正額             ４億 ３９１万５千円 

各特別会計の補正総額              ４３万７千円 

となり、本定例会に提出いたしました一般会計、各特別会計の補正

額の合計は、              ４億 ４３５万２千円 

となります。なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は、 

２２８億６，９９５万１千円 

で、特別会計については、      ８４億２，３８１万５千円 

となっております。 

（２）その他の議案について 

本日提出いたしました案件の概要は、条例の専決処分の報告２件、 

損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告１件、令和３年度予算の

専決処分の報告１件、予算の繰越計算書の報告２件、令和４年度予算

の専決処分の報告１件、計画の策定１件、令和４年度予算案件３件であ

ります。 
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何とぞ慎重にご審議をいただき、適正なるご決定を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

８.おわりに 

 以上をもちまして、３月会議以降の市政の重要事項また政策等

について申し述べましたが、様々な行政課題に対し、今後も誠心誠意、

全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各位並びに市民

皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

令和４年６月９日 

壱岐市長 白 川 博 一   


